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れ (例えば, 〔1-4〕参照 ),そして,低温部での負の熱膨張は,これら結晶の圧力下での
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的には, Ludwig 〔13〕とMaradudin達 〔14〕tj:, Helmholtzの自由エネルギー-の3次と
4次の非調和項の寄与を導出した｡そして, Trivedi達 〔15〕は,第二近接近傍までの原子間
の中心力を考慮し,高温極限でCB/3NK- 1十ATによって定義されるSiとGeの非調和係
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